
 

棚
田
地
域
振
興
法
成
立 

こ
れ
ま
で
の
経
緯 

平
成
三
十
年
六
月
下
旬
、
自
民
党
政
務

調
査
会
か
ら
「
棚
田
支
援
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
意
向
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
中
島
先
生(

棚
田
研
究
の
第

一
人
者)

か
ら
紹
介
が
あ
っ
た
小
山
に
ご

意
見
を
伺
い
た
い
こ
と
と
「
棚
田
支
援
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

内
容
は
棚
田
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維

持
・
保
全
の
法
制
度
の
検
討
材
料
と
し
て

の
四
谷
の
千
枚
田
に
お
け
る
棚
田
保
全

取
り
組
み
な
ど
の
質
問
票
で
八
つ
の
大

項
目
と
多
く
、
回
答
期
限
も
七
月
十
七
日

と
切
羽
詰
ま
っ
た
依
頼
で
あ
っ
た
。 

回
答
抜
粋(

原
文) 

６ 

棚
田
保
全
。
振
興
の
取
り
組
み
の
成

功
要
因 

・
う
ま
く
い
っ
て
い
る
要
因 

平
成
三
年
、
地
域
の
宝
と
し
て
保
存
活

動
を
開
始
。
全
国
で
も
棚
田
保
存
の
先
駆

け
と
自
負
し
て
い
る
こ
と
や
、
真
正
面
か

ら
観
る
姿
は
日
本
一
と
、
景
観
立
地
条
件

に
も
優
れ
て
お
り
、
都
市
近
郊
か
ら
訪
れ

る
人
々
の
癒
し
の
場
と
し
て
も
定
評
が

あ
る
。 

・
何
が
原
動
力 

 

急
傾
斜
地
の
農
作
業
に
難
を
抱
い
て

お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
限
界

を
感
じ
、
行
政

の
受
け
皿
と

し
て
保
存
会

を
設
立
。
軽
ト

ラ
の
通
れ
る
作
業
道
を
要
望
、
行
政
も
好

意
的
な
努
力
を
頂
き
「
ふ
る
さ
と
水
と
土

ふ
れ
あ
い
事
業
」
で
農
作
業
効
率
ア
ッ
プ

と
国
民
の
癒
し
の
場
と
し
て
の
整
備
を

し
て
頂
い
た
こ
と
が
「
棚
田
継
承
」、「
国

民
の
オ
ア
シ
ス(

日
本
の
原
風
景)

」
と
な

り
、
棚
田
の
百
姓
は
耕
運
機
の
出
し
入
れ

も
難
儀
で
あ
っ
た
田
ん
ぼ
も
軽
ト
ラ
が

ス
イ
ス
イ
、
日
頃
、
黙
々
と
働
く
都
市
住

民
に
「
く
た
び
れ
た
ら 

お
い
で
ん 

癒
さ

れ
る
に
」
を
看
板
に
掲
げ
、
癒
し
の
場
、

憩
い
の
場
と
し
、
活
気
み
な
ぎ
る
場
所
を

提
供
し
て
い
る
。 

・
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
か
し
、
田
ん

ぼ
全
部
を
ビ
オ
ト
ー
プ
と
位
置
づ
け
、
生

物
多
様
性
を
学
ぶ
、
自
然
観
察
会
な
ど
を

頻
繁
に
開
催
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
農
薬

の
乱
用
で
減
少
し
た
水
生
動
物
等
の
再

生(

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
・
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ

ル
な
ど)

が
波
及
し
て
「
生
き
も
の
と
共

生
し
た
体
に
優
し
い
コ
メ
つ
く
り
」
の
実

践
な
ど
に
心
掛
け
、
そ
の
評
価
が
大
き
い
。 

 

地
元
小
学
校
や
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
、
ま

た
、
「
食
の
原
点
を
学
ぶ
」
と
題
し
て
調

理
製
菓
専
門
学
校
な
ど
の
稲
作
体
験
、
育

農
の
場
と
し
て
の
受
け
入
れ
、
地
元
企
業

の
新
人
、
幹
部
研
修
な
ど
も
実
施
、
大
き

な
繋
が
り
を
展
開
し
て
い
る
。 

・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

 

田
植
え
の
終
わ
っ
た
六
月
の
第
一
土

曜
日
、
「
お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ
」
～
み

ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田
～
、 

十
二
月
第
二
日
曜
日
、
「
収
穫
感
謝
祭
」

～
餅
つ
き
大
会
～
、
恒
例
と
な
っ
た
山
岳

マ
ラ
ソ
ン
「
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
・
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
選
手
接
待
、
応
援
な

ど
の
協
力
。 

・
地
域
の
核
で
あ
っ
た
連
谷
小
学
校
が
廃

校
に
な
り
、
行
政
区
「
四
谷
」
集
落
は
五

十
戸
に
も
満
た
な
い
し
、
連
谷
元
校
区
を

併
せ
て
も
百
戸
程
度
の
小
集
落
で
、
拠
り

ど
こ
ろ
も
な
い
状
態
で
「
四
谷
の
千
枚
田
」

が
小
学
校
の
後
を
継
ぎ
、
中
核
の
立
場
と

し
て
、
地
域
活
性
に
、
各
種
行
事
に
地
域

住
民
を
巻
き
込
み
、
「
む
ら
づ
く
り
」
に

邁
進
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
住
民
も
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
、
誇
り
と
し
て
い
る
。 

・
毎
月
、
地
域
の
出
来
事
や
、
身
近
な
情

報
を
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」(

現
在

179

号)

を
発
信
。
大
き
な
成
果
を
果
た
し

て
い
る
。
例 

NHK
 

日
本
の
里
山
・
小

さ
な
旅 

英
国BBC

、
民
放
を
含
め
五
十

本
以
上 

映
画
「
あ
ん
」、TV

ド
ラ
マ
「 

リ
ー
ダ

ー
ズⅡ
」、COP10

愛
知
招
致
活
動
貢
献
、

愛
知
教
育
振
興
会
編
「
道
徳
読
本
」
六
年

生
教
科
書
等
々
。 

７ 

棚
田
を
維
持
・
保
全
し
て
い
く
上
で

の
課
題 

都
市
住
民
や
外
国
人
観
光
客
は
訪
れ

る
が
、
地
域
に
お
金
が
落
ち
な
い
こ
と
が

課
題
。
知
名
度
は
年
々
上
が
る
も
の
の
、

地
元
耕
作
者
あ
っ
て
の
発
展
で
あ
る
。
耕

作
者
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
。 

８ 

そ
の
他
の
意
見
。
要
望
等 

今
、
四
谷
の
千
枚
田
は
愛
知
県
の
２
大

自
然
環
境
観
光
地
に
位
置
付
け
ら
れ
、
大

勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
棚
田
を
守
る
百

姓
は
農
業
の
生
産
の
場
と
し
て
、
日
々
保

全
管
理
に
費
や
し
て
い
る
が
、
メ
リ
ッ
ト

は
全
く
な
い
。 

全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
で
非

効
率
な
棚
田
の
保
全
管
理
の
継
続
、
継
承

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 192号  



 

を
鑑
み
、
恒
久
的
な
施
策
と
し
て
「
中
山

間
地
等
直
接
支
払
制
度
」
の
導
入
が
図
ら

れ
た
。
四
谷
の
千
枚
田
も
、
こ
の
制
度
に

乗
っ
か
り
三
期(

一
期/

五
年)

ま
で
交
付

金
を
戴
き
、
耕
作
意
欲
も
向
上
し
て
い
た

が
、
制
度
の
縛
り
が
あ
ま
り
に
も
「
き
つ

く
」(

強
力)

四
期
は
辞
退
し
て
し
ま
っ
た
。 

「
日
本
の
原
風
景
」
と
か
「
水
源
の
涵

養
」
、「
国
民
の
憩
い
・
癒
し
の
場
」
等
々
、

謳
い
文
句
は
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
棚
田

を
耕
し
、
保
全
す
る
耕
作
者
に
は
現
在
、

何
も
補
填
は
な
い
。 

保
存
会
設
立
以
来
、
新
城
市
か
ら
、
わ

ず
か
な
が
ら
の
維
持
管
理
費
は
戴
い
て

い
る
が
、
そ
の
、
ほ
と
ん
ど
が
都
市
住
民

へ
の
接
待
、
癒
し
の
場(

ト
イ
レ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
ベ
ン
チ
、
啓
蒙
看
板
な
ど)

な

ど
の
維
持
管
理
に
消
え
て
し
ま
っ
て
い

る
の
が
実
状
で
あ
る
。 

特
に
、
「
四
谷
の
千
枚
田
」
は
環
境
を

重
視
し
、
ゴ
ミ
の
無
い
棚
田
日
本
一
を
自

負
。
自
動
販
売
機
も
設
置
し
て
い
な
い
し
、

俗
化
を
極
力
避
け
、
訪
れ
る
方
々
に
本
物

の
自
然
豊
か
な
環
境(

千
枚
田)

を
満
喫

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
し
、

実
践
も
し
て
い
る
。 

訪
れ
る
人
々
は
、
こ
の
景
観
、
環
境
に

大
き
な
満
足
感
を
得
て
い
る
よ
う
で
、

「
ど
う
だ
ん
、
癒
さ
れ
た
か
ん
、
癒
さ
れ

た
な
ら
、
新
城
市
や
奥
三
河
で
「
ま
ん
ま
」

(

昼
飯)

で
も
食
っ
て
い
っ
て
く
れ
り
ゃ

あ
、
わ
し
ら
は
満
足
だ
え
ん
・
・
・
」
と

屈
託
が
な
い
。 

意
見
・
要
望 

 

上
記
に
本
音
を
述
べ
た
が
、
で
き
れ
ば

「
中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
」
の
規
制

緩
和
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
集
落
協
定
に
も

望
み
を
託
し
た
い
。 

ま
た
、
癒
し
を
求
め
、
年
間
二
万
五
千

人
も
訪
れ
、
こ
の
地
方
の
活
性
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

り
、
間
接
的
に
棚
田
環
境
税
な
ど
の
支
援

制
度
の
制
定
な
ど
を
提
案
す
る
。 

交
付
金(

助
成
金) 

十
㌃
あ
た
り
二
万
円
に
設
定
し
て
も
、

全
面
積
が
三
、
六
㌶
で
あ
り
、
総
額
に
し

て
も
七
十
二
万
円
で
、
国
の
宝
、
市
・
県

の
顔
が
保
た
れ
る
な
ら
、
決
し
て
高
い
助

成
金
で
は
な
い
と
思
う
。 

 

支
払
い
も
、
耕
作
者
に
限
定
す
れ
ば
、

後
継
者
不
足
や
荒
廃
農
地
の
解
消
に
も

繋
が
る
。
等
々
、
回
答
し
た
。 

そ
の
後
、
第
二
十
四
回
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

(

長
野
県
小
谷
村)

に
お
い
て
農
水
省
課

長
は
棚
田
法
案(

仮
称)

の
議
員
立
法
が

秋
を
視
野
に
本
格
的
な
法
案
作
成
に
入

っ
て
い
る
。
と
嬉
し
い
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

そ
し
て
令
和
元
年
六
月
二
十
日
、
自
民

党
政
務
調
査
会
Ｐ
Ｔ
か
ら
「
棚
田
地
域
振

興
法
」
が
六
月
十
二
日
に
成
立
、
同
法
案

作
成
の
協
力
の
お
礼
と
同
法
要
綱
及
び

関
連
資
料
が
届
き
、
み
る
と
、
棚
田
を
「
貴

重
な
国
民
的
財
産
」
、
棚
田
地
域
の
「
振

興
を
国
の
責
務
」
と
定
め
る
。
と
あ
り
、

改
め
て
同
法
成
立
に
四
谷
の
千
枚
田
も

寄
与
で
き
た
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
た
。 

念
仏
踊
り 

 

八
月
十
三
日
、
身
平
橋
海
源
寺
で
西
組

共
進
連
の
若
い
衆
と
中
老
衆
に
よ
る
本

尊
様
と
先
祖
供
養
の
念
仏
、
跳
ね
込
み
が

行
わ
れ
た
。 

 

八
月
十
四
日
、
連
合
の
方
真
連
の
念
仏

踊
り
が
初
盆
の
小
野
田 

秀
さ
ん
宅
と
原

田
恵
稔
さ
ん
宅
で
厳
粛
に
行
わ
れ
た
。 

                  
物
故
者
追
悼
会 

連
谷
明
朗
ク
ラ
ブ
は
昭
和
四
十
一
年

か
ら
続
く
物
故
者
追
悼
供
養
供
読
が
八

月
十
七
日
、
連
谷
会
館
で
海
老
東
泉
寺
前

川
副
住
職
を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
た
。 

物
故
者
ご
芳
名 

原
田
き
よ
み
様 

小
野
田
米
作
様 

松
下

好
美
様 

夏
目
勝
彦
様 

稲
熊
ユ
キ
様 

               

案
山
子 

 

Ｊ
Ａ
愛
知
東
子
ど

も
農
学
校(

六
十
名)

は
千
枚
田
の
学
習
田

に
案
山
子
を
立
て
、
訪

れ
る
人
々
に
愛
嬌
を

振
り
ま
い
て
い
る
。 

今
後
の
予
定 

・
九
月
五
日(

木)

、 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
稲
刈
り 

   

行 
 

令
和
元
年
九
月
一
日

 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


